日本の昔ばなしを読む（１）

舌きりeq \o(\s\up 23(すずめ),雀)
（石川県）

　

　まあ、昔がありました。eq \o(\s\up 9(じい),爺)とeq \o(\s\up 9(ばあ),婆)とがありました。爺は山へeq \o(\s\up 9(しば),柴)

eq \o(\s\up 9(か),刈)りに行きました。山へ行って、爺が弁当を木の枝につっておくと、雀が来て弁当を食ってしまいました。爺が弁当を食おうと思って、弁当をひらいて見ると雀が寝ていました。爺は雀をとらえて大事に育てました。「おちょん、おちょん」と呼んで育てました。爺は婆と雀をおいて、山へ柴刈りに行きました。婆は日がよいので、eq \o(\s\up 9(のり),糊)をeq \o(\s\up 9(に),煮)ました。「川へeq \o(\s\up 9(せんたく),洗濯)をしにゆくさかい、隣の猫に食われんように番をしておれ」と、雀にいうて川へ出かけました。雀は腹がへっていたので、その糊を食ってしまいました。婆が帰って来て「おちょん、おちょん、糊はどうした」とたずねました。雀は「隣の猫が食うた」と、いいました。婆が隣の猫を見ると、隣の猫の口にはついておらず、雀の舌を見たら糊がついていたので、舌を切って放しました。

　それから、爺が山からもどって来て、「おちょんはどうした」とたずねました。すると、婆は「糊をしておいて、川へ行ったあいだに糊を食うたので、ごうがわいて（怒って）舌をきってはないた」といいました。爺はあんまりかわいそうなので、

　　　おちょん雀はどっちへ行った

　　　舌きり雀はどっちへ行った

　　　あれかわいやどっちへ行った

　そういいながらずっと行くと、牛洗いさまがいました。「牛洗いさま、牛洗いさま。ここを舌きり雀が通らなんだかいや」「通った。通ったけど、牛を洗うた汁をおとと（父）のごき（御器）に十三ばい、かか（嬶）のごきに十三ばい飲むと教えてやる。」爺は牛を洗った汁を飲むと、「この下へ行くと、馬洗いさまがおるさけ」と、教えてくれました。

　　　舌きり雀はどっちへ行った

　　　おちょん雀はどっちへ行った

　　　やれかわいや、やれかわいやな

　ずっと行くと、馬洗いさまがいました。「馬洗いさま、馬洗いさま。ここを舌きり雀は通らなんだかいや」「通ったは通ったけんど、馬を洗うた汁をととのごきに十三ばい、かかのごきに十三ばい飲むと教えてやる。」爺は馬を洗った汁を飲みました。「この下へ行くと、eq \o(\s\up 9(な),菜)洗いさまがおるさけ」と、教えてくれました。

　　　おちょん雀はどっちへ行った

　　　舌きり雀はどっちへ行った

　　　やれかわいや、やれかわいやな

　ずっと行くと、菜洗いさまがいました。「菜洗いさま、菜洗いさま。ここを舌きり雀が通らなんだかいや」「通った。通ったけんど、菜を洗うた汁をかかのごき十三ばい、ととのごき十三ばい飲むと教えてやる。」爺が菜を洗った汁をのむと、「この下へゆくと、でかいeq \o(\s\up 9(たけやぶ),竹薮)があるさかい、そこへ行くと赤いeq \o(\s\up 9(まえかけ),前掛)をして、赤いたすきをかけて、米をかっておるさかい」と、教えました。

　　　舌きり雀はどっちへ行った

　　　おちょんすずめはどっちへ行った

　　　やれかわいや、やれかわいやな

　そういって行きました。ずっと下って行くとでかいeq \o(\s\up 9(たけやぶ),竹薮)がありました。また行くと家がありました。戸をたたくと「爺か、婆か」といいました。「爺じゃ、爺じゃ」「爺ならeq \o(\s\up 9(はよ),早)う入れ。」爺が入って行くと、大事にしてごeq \o(\s\up 9(ち),馳)

eq \o(\s\up 9(そう),走)をしてeq \o(\s\up 9(よ),招)ばれました。それから、「爺、爺、重いつづらがええか、軽いつづらがええか」「うら（俺は）、年よりじゃさかい、軽いのをおくれ。」すると、爺に軽いつづらをかつがせて、「爺、爺、どこででもひろげんと、家へ行ってひろげ」といいました。爺は家に帰ってひろげると、eq \o(\s\up 9(おおばん),大判)やらeq \o(\s\up 9(こ),小)

eq \o(\s\up 9(ばん),判)やら一ぱい入っていました。爺も婆も喜びました。

　婆はよくな婆（欲ばり婆）で、「うらも貰うてくる」といって行きました。雀のいるところに行って戸をたたくと、「爺か、婆か」「婆じゃ、婆じゃ」「婆なら早う入れ」といいました。婆が入ると、せんち（厠）の板をもって来ておeq \o(\s\up 9(ぜん),膳)にし、eq \o(\s\up 9(かき),垣)

eq \o(\s\up 9(ね),根)の木をとって来てeq \o(\s\up 9(はし),箸)にし、砂をとって来てままにしてくれました。それから婆が帰るというと、「婆、重いeq \o(\s\up 9(かご),籠)がええか、軽い籠がええか。」婆はよく婆で、重い籠をくれといいました。それで「これをかついで、見ないで家まで行け」といってやりました。婆は見たくなって、垣根のeq \o(\s\up 9(うしろ),後)であけて見ると、蛇やらeq \o(\s\up 9(まむし),蝮)やら、eq \o(\s\up 9(むかで),百足)やら出て来て、婆を刺しころしてしまいました。みんなもそんなによくはしるな。

